
復
興
庁
が
無
料
で
配
布
し

て
い
る
電
子
冊
子
「
放
射
線

の
ホ
ン
ト
」
は
問
題
の
す
り

替
え
、
ウ
ソ
、
被
害
実
態
の

隠
ぺ
い
が
い
っ
ぱ
い
の
と
ん

で
も
な
い
代
物
で
す
。

例
え
ば
五
ペ
ー
ジ
（
左
図
）
。

「
放
射
線
は
ゼ
ロ
に
で
き
な

い
の
？
」
と
い
う
問
い
か
け

に
「
ふ
だ
ん
か
ら
見
の
回
り

に
あ
り
ま
す
」
「
空
気
や
体

の
な
か
に
も
あ
り
ま
す
し

（
略
）
身
の
回
り
か
ら
は
ゼ

ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
答

え
て
い
ま
す
（
放
射
線
は
放

射
性
物
質
が
崩
壊
す
る
と
き

に
出
す
線
の
こ
と
で
単
位
は

ベ
ク
レ
ル
）
。

自
然
と
人
工
で
は
生
体
へ

の
作
用
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
カ
リ
ウ
ム
四
〇

（
自
然
）
と
、
セ
シ
ウ
ム
一

三
七
（
人
工
）
は
化
学
的
性

質
が
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
同
じ
一
μ
ｇ
重
量
で

ベ
ク
レ
ル
数
（
崩
壊
回
数
）

は
千
万
倍
も
異
な
り
ま
す
。

自
然
放
射
性
物
質
中
で
、

人
に
一
番
身
近
な
の
が
、
カ

リ
ウ
ム
四
〇
（
Ｋ
四
〇

）
で

す
。
Ｋ
四
〇
は
地
球
が
出
来

た
四
〇
億
年
前
か
ら
存
在
し
、

生
命
も
そ
の
環
境
下
で
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
Ｋ
四
〇
は

通
普
の
Ｋ
三
九
の
一
万
分
の

一
し
か
な
く
、
し
か
も
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
Ｋ
三
九
の
中

に
存
在
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
は
動
物
に
も
植
物
に
も

必
須
元
素
で
す
が
、
ま
っ
た

く
蓄
積
せ
ず
、
体
に
悪
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
シ
ウ
ム
一
三
七
（
Ｃ
ｓ

一
三
七
）
は
、
一
九
四
五
年

広
島
・
長
崎
へ
の
原
子
爆
弾

投
下
に
よ
っ
て
地
球
上
に
放

出
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
代
〜

一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
・

ソ
連
の
核
実
験
、
一
九
五
四

年
ご
ろ
か
ら
の
大
規
模
な
水

爆
実
験
や
核
事
故
で
高
濃
度

に
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
前
半
に
日

本
人
は
、
一
日
に
一
ベ
ク
レ

ル
以
上
摂
取
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八

六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

子
力
発
電
所
事
故
に
お
い
て

も
他
の
放
射
性
物
質
と
と
も

に
大
量
に
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
日
本
で
癌
患
者
が
増

え
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
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「
放
射
線
の
ホ
ン
ト
」
は
ウ
ソ
だ
ら
け



影
響
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

復
興
庁
は
「
風
評
被
害
を
払

拭
」
と
い
い
な
が
ら
、
自
然

界
に
元
か
ら
あ
る
放
射
線
と

核
分
裂
に
よ
っ
て
生
じ
る
放

射
線
を
同
列
に
並
べ
、
危
険

が
な
い
か
の
よ
う
に
私
た
ち

を
騙
そ
う
と
し
て
い
る
の
で

だ
ま

す
。ま

た
、
十
三
ペ
ー
ジ
で
は

「
ど
れ
く
ら
い
の
量
な
ら
健

康
に
影
響
が
あ
る
の
？
」
と

い
う
問
い
に
「
一
〇
〇
～
二

〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被

ば
く
で
の
発
が
ん
リ
ス
ク
の

増
加
は
、
野
菜
不
足
や
塩
分

の
取
り
す
ぎ
と
同
じ
く
ら
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

野
菜
不
足
や
塩
分
の
取
り

す
ぎ
で
癌
に
な
り
ま
す
か
？

百
歩
譲
っ
て
ガ
ン
の
遠
因
の

一
つ
に
な
る
と
し
て
（
ほ
ん

と
は
ど
う
な
の
か
知
ら
な
い

け
ど
）
、
福
島
原
発
事
故
以

前
は
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
が
基
準
で
す
。

そ
れ
が
事
故
が
起
き
た
た

め
に
基
準
を
緩
め
、
福
島
原

発
事
故
に
よ
る
被
災
地
は
年

間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
が

帰
還
の
基
準
に
な
っ
て
い
ま

す
。
赤
ん
坊
も
含
め
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
放
射
線
管

理
区
域
（
食
事
も
会
話
も
睡

眠
も
禁
止
の
場
所
）
と
同
等

の
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
の
地
で
の
生
活
を
強
要
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て

一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
の
健
康
被
害
は
切
り
捨
て

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
二
五
ペ
ー
ジ
で
は

「
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
た
人
た

ち
に
も
日
常
の
暮
ら
し
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

福
島
県
で
は
未
だ
に
五
万

人
近
い
人
々
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
む
な
く
移
住
し
た
人
も
多

数
い
ま
す
が
、
「
区
域
外
避

難
者
」
は
統
計
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
破
廉
恥

な
「
放
射
線
の
ホ
ン
ト
」
撤

回
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

先
日
は
署
名
に
ご
協
力
い
た

だ
き
感
謝
で
す
。

※
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
ま
だ
の

方
は
「
『
放
射
線
の
ホ
ン
ト
』
撤

回
署
名
」
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

Ｎ
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